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　東京都社会福祉事業団が建設した障害者支援施設
「立川療護園はごろもの音」が完成した。年に東
京都日野市に建設された施設「日野療護園」が築年
以上経過して老朽化したことから、立川市への移転改
築を計画。住宅街で新たな施設を建設した工事は、近
隣に最大限配慮しながら行われた。設計を新環境設計、
施工を鴻池組が担当した。

■工事名称：社会福祉法人東京都社会福祉事業団
（仮称）日野療護園新築工事

■建物名称：社会福祉法人東京都社会福祉事業団立川療護園
はごろもの音

■工事場所：東京都立川市羽衣町２――３
■施　　主：社会福祉法人東京都社会福祉事業団
■設計監理：株式会社新環境設計
■施　　工：株式会社鴻池組東京本店
■敷地面積：，．㎡
■建築面積：，．㎡
■構造規模：ＲＣ造地上２階塔屋１階
■延床面積：，．㎡
■工　　期：年９月日～年２月日

※写真提供：鴻池組

南側外観

上空から

　このたび、立川療護園はごろもの音が完成しました。
　前身となる日野療護園は、重度の身体障害のある方を対
象とした入所・通所施設として、（昭和）年より
年超に渡って日野市落川の地で運営してまいりましたが、
このたび施設の建て替えにあたって立川市羽衣町に移転
し、「立川療護園はごろもの音」として新たなスタートを
切る運びとなりました。

　設計・施工を進めるにあたっては、実際にそこで生活を
される利用者様のご意見・ご要望をできる限り反映させる
こと、職員が働きやすい環境であること、これら２点の両
立を目指しました。その結果、サービスを受ける側・提供
する側双方にとって理想的な施設になりました。また、再
生可能エネルギーの利用や省エネルギー設備の導入など環
境負荷低減に配慮した設計・施工を実施し、サステナブル
な社会の実現にも貢献できる施設になりました。
　最新の設備を整えながらも温もりを感じさせる素晴らし
い施設ができたことで、それに見合う質の高いサービスを
展開していかねばならないという使命感に身が引き締まる
思いです。
　職員一人ひとりが尽力することで、立川療護園はごろも
の音のモットーである〝「私らしく」いられる場所〟を創
り上げていく所存です。
　最後に、これまで多くのご理解とご協力をいただいた
方々、コロナ禍という困難な状況の中で丁寧な作業を遂行
してくださった設計・施工関係者の皆様に、厚く御礼申し
上げます。
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　日野市にある障害者支援施設を立川市に移
転するというプロジェクトである。既存施設
の自然豊かな環境から２階建て住居が並ぶ住
宅街への引っ越しである。建物は２階建てで
あり、車いすの方々が暮らす。
　地名でもある「はごろも」をイメージさせ
る見た目の柔らかい粉体塗装したエキスパン
ドメタルをバルコニー手すりとすることで、
近隣住民との目線をゆるやかに切りつつも利
用者は景色を見ることができる。また外から
の見た目はボリューム感や、施設感を感じさ
せず解放感は保ちながらも近隣との距離感を
適切に保つ。またエキスパンドメタルをくり
抜いたような造形とし、部屋から外の景色を
絵画のように切り取ることで立川の景色を改
めて意識させる。エキスパンドメタル自体も
光を反射したり透過したりするため外からの

見た目も季節と時間帯によって変化し、バル
コニーに回遊性がうまれる。
　１階は入所・通所の活動エリア、職員諸室、
地域交流室があり、２階は居室や食堂などの
生活エリアとなっている。利用者居室はすべ
て個室であり、自動ドア・天井走行リフトを
全部屋に設置しているのがこの建物の最大の
特徴である。木目調の内装材や扉の面材を木
目にすることにより、温かい雰囲気の空間を
作った。廊下の壁紙を一定の間隔でランダム
に貼り分けて、歩いた時の景色の移り変わり
を意識し、内の廊下にも回遊性を持たせた。
　このような特徴的なデザインとすることで
羽衣町のアイコンとなり、地域と一体となっ
た建築となっていくことを期待している。

株式会社新環境設計　林雄太

２階入所者居室。全室に自動ドアと天井走行リフトを設置 １階エントランスホール ２階食堂・デイルーム


